
(57)【要約】

　【課題】各冷陰極管CCFLに流れる電流を均一に維持し

、薄くて小型で、かつ電磁障害が発生しにくい高周波電

流点灯装置を提供する。

　【解決手段】直流電源を供給する電源回路Ｖ1と、前

記電源回路Ｖ1に接続された高周波スイッチング回路１

と、前記高周波スイッチング回路１に対して一次側コイ

ル同士が互いに直列に接続された複数の昇圧トランスＫ

と、各昇圧トランスＫの二次側コイルにそれぞれ接続さ

れた複数の冷陰極管CCFLとを備える。

　【効果】高周波スイッチング回路１に対して互いに直

列に昇圧トランスＫを接続しているので、各冷陰極管CC

FLに対して均一な電流を流すことができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 周 波 電 源 回 路 と 、
　 前 記 高 周 波 電 源 回 路 に 対 し て 一 次 側 コ イ ル 同 士 が 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 変 圧 器
と 、
　 前 記 各 変 圧 器 の 二 次 側 コ イ ル に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の 冷 陰 極 管 と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 周 波 電 源 回 路 は 、 高 周 波 で 動 作 す る ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、
　 前 記 ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 互 い に 逆 相 で 駆 動 さ れ 、 前 記 ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子
が 両 方 と も オ フ に な る 期 間 Ｔ offが 存 在 す る 請 求 項 １ 記 載 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 高 周 波 電 源 回 路 は 、 高 周 波 で 動 作 す る 二 組 に 分 か れ た そ れ ぞ れ ２ つ 、 合 計 ４ つ の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、
　 前 記 各 組 の 中 の ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 互 い に 逆 相 で 駆 動 さ れ 、 前 記 ４ つ の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 が す べ て オ フ に な る 期 間 Ｔ offが 存 在 す る 請 求 項 １ 記 載 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 直 列 共 振 回 路 の 共 振 半 周 期 は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と 、 前 記 複
数 の 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル の 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ と に よ り 決 定 さ れ る 請 求 項 ３ 記 載 の
高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 冷 陰 極 管 CCFLを 駆 動 す る 各 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル と 、 そ の 他 の 負 荷 に 対 し て
電 源 を 供 給 す る 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル と を 、 前 記 高 周 波 電 源 回 路 に 対 し て 直 列 に 接 続 し て
い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 他 の 負 荷 に 対 し て 電 源 を 供 給 す る 変 圧 器 の 二 次 側 コ イ ル に は 、 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー
タ が 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 複 数 の 冷 陰 極 管 を 同 時 に 点 灯 さ せ る 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 に 関 す る も の で あ る
。 こ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 は 、 液 晶 表 示 器 用 バ ッ ク ラ イ ト の 点 灯 装 置 な ど に 用 い ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 器 の 導 光 板 の 光 源 と し て 、 冷 陰 極 管 (Cold Cathode Fluorescent Lamp)が よ く
用 い ら れ る 。 こ の 冷 陰 極 管 は 、 直 径 数 ミ リ 程 度 の 細 径 の 蛍 光 管 で あ る 。
　 冷 陰 極 管 の 発 光 原 理 は 普 通 の 蛍 光 管 (熱 陰 極 管 )と 基 本 的 に 変 わ り は な い が 、 電 極 に フ ィ
ラ メ ン ト が な い の で 構 造 が 簡 単 で 電 極 を 小 さ く で き る こ と か ら 、 細 径 化 に 適 し て い る 。
　 そ の 電 気 的 特 性 は 、 陰 極 降 下 電 圧 が 高 く 、 ま た 、 陽 光 柱 (発 光 部 )が 細 く ガ ス 圧 が 高 い の
で 、 放 電 電 圧 は 熱 陰 極 管 に 比 べ て 非 常 に 高 く (300～ 700V)な る 。 ま た 、 放 電 電 流 は 5～ 7mA
程 度 が 普 通 と な っ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 冷 陰 極 管 と 熱 冷 陰 極 管 」 ［ 平 成 １ ６ 年 ６ 月 ２ ０ 日 検 索 ］ イ ン タ ー ネ ッ
ト Ｕ Ｒ Ｌ < http://tlm.co.jp/web/gijyutu/ccfl.html >
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 器 な ど の 表 示 装 置 で 照 明 ム ラ が 起 き な い よ う に す る に は 、 各 冷 陰 極 管 の 明 る さ
を 統 一 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め に 各 冷 陰 極 管 に 等 し い 電 流 を 流 す こ と が 必 要 で あ る 。
　 と こ ろ が 、 前 記 冷 陰 極 管 は 、 負 性 抵 抗 特 性 を 持 つ た め 、 複 数 を 並 列 接 続 し て 点 灯 さ せ る
と 、 同 じ 大 き さ の 電 流 を 流 す こ と が 困 難 に な る 。 各 冷 陰 極 管 に 同 じ 大 き さ の 電 流 を 流 す た
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め に は 、 等 し い 電 流 を 流 す た め の 均 流 回 路 を 、 点 灯 装 置 に 付 加 し な け れ ば な ら な く な る 。
こ の た め に 、 コ ス ト が か か り 、 か つ 、 点 灯 装 置 全 体 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 冷 陰 極 管 一 本 ご と に イ ン バ ー タ 回 路 を 使 用 す れ ば 電 流 の 調 節 が で き る が 、 や は り 、 コ ス
ト が か か り 、 点 灯 装 置 全 体 が 大 き く な る 。
　 ま た 、 冷 陰 極 管 と 反 射 板 あ る い は 冷 陰 極 管 ど う し の 間 に は 浮 遊 容 量 が 存 在 す る こ と が 知
ら れ て い る が 、 並 列 接 続 の 場 合 、 浮 遊 容 量 は 並 列 接 続 で 効 い て く る の で 、 駆 動 回 路 の 負 担
が 大 き く な り 、 ひ い て は 、 点 灯 装 置 全 体 の 効 率 が 悪 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 前 記 点 灯 装 置 は 、 イ ン バ ー タ 回 路 の ス イ ッ チ の オ ン オ フ 時 に 発 生 す る 高 周 波 ノ イ
ズ が 、 周 辺 の 電 子 機 器 に 電 磁 障 害 を 与 え る こ と も 問 題 に な っ て い る 。
　 そ こ で 本 発 明 は 、 各 冷 陰 極 管 に 流 れ る 電 流 を 均 一 に 維 持 し 、 前 記 浮 遊 容 量 の 影 響 を 軽 減
し 、 効 率 の よ い 高 周 波 点 灯 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 本 発 明 は 、 各 冷 陰 極 管 に 流 れ る 電 流 を 均 一 に 維 持 し 、 薄 く て 小 型 で 、 か つ ノ イ ズ 発
生 の 少 な い 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 は 、 高 周 波 電 源 回 路 と 、 前 記 高 周 波 電 源 回 路 に 対
し て 一 次 側 コ イ ル 同 士 が 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 変 圧 器 と 、 前 記 各 変 圧 器
の 二 次 側 コ イ ル に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の 冷 陰 極 管 と を 備 え て い る （ 請 求 項 １
） 。 こ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 に よ れ ば 、 高 周 波 電 源 回 路 に 対 し て 、 複 数 の 冷 陰 極
管 を 等 価 的 に 直 列 に 接 続 し て い る と み な す こ と が で き る の で 、 各 冷 陰 極 管 に 対 し
て 等 し い 電 流 を 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 高 周 波 電 源 回 路 は 、 高 周 波 で 動 作 す る ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、 前 記
２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 互 い に 逆 相 で 駆 動 さ れ 、 前 記 ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 両 方
と も オ フ に な る 期 間 Ｔ offが 存 在 す る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。 こ の 構 成 に よ り 、 ス
イ ッ チ ン グ 時 に 発 生 す る 高 調 波 ノ イ ズ を 低 減 で き 、 電 磁 障 害 の 発 生 を 防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 前 記 高 周 波 電 源 回 路 は 、 高 周 波 で 動 作 す る 二 組 に 分 か れ た そ れ ぞ れ ２ つ 、 合 計
４ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 有 し 、 前 記 各 組 の 中 の ２ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 互 い に 逆 相 で
駆 動 さ れ 、 前 記 ４ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が す べ て オ フ に な る 期 間 Ｔ offが 存 在 す る こ と が
望 ま し い （ 請 求 項 ３ ） 。 こ の 構 成 に よ っ て も 、 ス イ ッ チ ン グ 時 に 発 生 す る 高 調 波 ノ イ ズ を
低 減 で き 、 電 磁 障 害 の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が す べ て オ フ に な る 期 間 Ｔ offと 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前
記 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル 同 士 と で 形 成 さ れ る 直 列 共 振 回 路
の 共 振 半 周 期 τ と の 関 係 が 、 関 係 式
       ０ ． ８ τ ≦ Ｔ off ≦ １ ． ３ τ
を 満 た し て い る こ と が さ ら に 望 ま し い 。 こ の 関 係 式 が 満 た さ れ て い れ ば 、 直 列 共 振 回 路 に
よ り 、 前 記 複 数 の 冷 陰 極 管 に 流 さ れ る 電 流 が 往 復 す る 期 間 と 同 じ く ら い の 期 間 に 、 ス イ ッ
チ ン グ 素 子 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 記 複 数 の 冷 陰 極 管 に 流 さ れ る 電 流
の 切 り 替 え が ス ム ー ズ に で き 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 切 り 替 え 時 に 発 生 す る ノ イ ズ を さ ら に
低 減 で き 、 電 磁 障 害 の 発 生 を よ り 効 果 的 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 直 列 共 振 回 路 の 共 振 半 周 期 を 作 る た め に は 、 容 量 素 子 や 誘 導 素 子 を 基 板 に 搭 載 す る
必 要 は な い 。 例 え ば 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と 、 前 記 複 数 の 変 圧 器 の 一
次 側 コ イ ル の 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ と を 利 用 し て 作 る こ と が で き る （ 請 求 項 ４ ） 。
　 前 記 複 数 の 冷 陰 極 管 CCFLを 駆 動 す る 各 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル と 、 そ の 他 の 負 荷 に 対 し て
電 源 を 供 給 す る 変 圧 器 の 一 次 側 コ イ ル と を 、 前 記 高 周 波 電 源 回 路 に 対 し て 直 列 に 接 続 す れ
ば （ 請 求 項 ５ ） 、 冷 陰 極 管 CCFLを 含 む 複 数 の 負 荷 に 対 し て 、 １ つ の 高 周 波 電 源 回 路 か ら 同
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時 に 電 源 を 供 給 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 他 の 負 荷 に 対 し て 電 源 を 供 給 す る 変 圧 器 の 二 次 側 コ イ ル に 、 並 列 制 御 レ
ギ ュ レ ー タ を 接 続 す れ ば 、 駆 動 電 圧 の 異 な る 負 荷 に 対 応 す る こ と が で き る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 冷 陰 極 管 を 均 一 な 輝 度 で 点 灯 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数
の 冷 陰 極 管 に 付 随 す る 浮 遊 容 量 増 大 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が で き 、 高 効 率 な 高 周 波 電 流 点
灯 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 回 路 図 で あ る 。 こ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 は 、 複
数 の 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 1， Ｋ 2， ・ ・ ・ Ｋ n（ 総 称 す る と き は 「 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 」 と 表 記 す る
） の 一 次 側 コ イ ル 同 士 を 互 い に 直 列 に 接 続 し た 回 路 を 、 直 流 カ ッ ト 用 の 直 列 コ ン デ ン サ Ｃ
１ を 通 し て 、 高 周 波 電 源 １ に 接 続 し て い る 。
　 前 記 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 1， Ｋ 2， ・ ・ ・ Ｋ nの 二 次 側 の コ イ ル に は 、 そ れ ぞ れ 冷 陰 極 管 CCFL
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 直 列 コ ン デ ン サ Ｃ １ は 、 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 に か か る 電 圧 変 動 を 吸 収 す る も の で 、
図 １ で は 最 左 端 の 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 1と 高 周 波 電 源 １ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 し か し 、 直
列 コ ン デ ン サ Ｃ １ の 設 置 位 置 は こ れ に 限 ら れ ず 、 複 数 の 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 1， Ｋ 2， ・ ・ ・ Ｋ
n が 直 列 に 接 続 さ れ た 回 路 の ど の 位 置 で も よ い 。
　 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ 1， Ｋ 2， ・ ・ ・ Ｋ nの 一 次 側 電 圧 の 和 を 「 負 荷 電 圧 Ｖ k」 と 表 記 す る 。 ま
た 、 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ の 一 次 側 を 流 れ る 電 流 を 「 負 荷 電 流 Ｉ k」 と 表 記 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ は 、 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス を 持 っ て い る 。 図 １ で は 、 こ の 洩 れ イ ン ダ ク
タ ン ス 分 を 一 箇 所 に ま と め て Ｌ 1で 表 示 し て い る 。 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ は 、 例 え ば ３ ０
Ｗ の 冷 陰 極 管 に 対 し て １ つ の ト ラ ン ス が 必 要 で あ る と す れ ば 、 １ 本 あ た り ５ μ Ｈ 程 度 で あ
る の で 、 冷 陰 極 管 が N本 （ Nは 自 然 数 ） あ れ ば 、 そ の N倍 （ ５ Nμ H） に な る 。
　 ま た 、 各 冷 陰 極 管 CCFLに は 寄 生 容 量 が 存 在 す る 。 こ の 寄 生 容 量 を 、 そ れ ぞ れ Ｃ Lで 示 す
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 高 周 波 電 源 １ は 、 部 分 共 振 半 ブ リ ッ ジ 駆 動 式 の 高 周 波 電 源 回 路 を 採 用 し て い る 。 前
記 高 周 波 電 源 １ は 、 直 流 電 源 Ｖ 1（ 電 池 で も よ く 、 商 用 電 源 を 整 流 し て 得 た も の で も よ い
） と 、 互 い に 逆 相 の 矩 形 波 電 圧 Ｖ G2， Ｖ G3を 発 振 す る ２ つ の 他 励 発 振 器 ２ ， ３ と 、 他 励 発
振 器 ２ ， ３ か ら 発 生 す る 矩 形 波 電 圧 Ｖ G2， Ｖ G3に 基 づ い て オ ン オ フ す る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ タ イ
プ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ と を 備 え て い る 。 他 励 発 振 器 ２ ， ３ の 発 振 周 波 数 を
ｆ 2と 書 く 。 ｆ 2は 通 常 、 100kHzか ら 200kHz程 度 に 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の ド レ イ ン -ソ ー ス 間 電 圧 を 、 そ れ ぞ れ Ｖ 2， Ｖ 3
と 表 記 す る 。
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の ド レ イ ン -ソ ー ス 間 に は 、 そ れ ぞ れ 並 列 に 寄 生
容 量 が 存 在 し て お り 、 そ れ ら を 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と す る 。 並 列 寄 生 容 量 Ｃ は 、 通 常 、 100pF
か ら 4000pF程 度 の 値 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と 前 記 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ と で 形 成 さ れ る 直 列 共 振 回 路 の 共 振
周 波 数 を ｆ 1と 書 く 。 共 振 周 波 数 ｆ 1は 、 １ ／ ２ π √ （ Ｃ Ｌ 1） で 表 さ れ る 。
　 図 ２ は 、 図 １ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 動 作 波 形 図 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） は 、 前 記 他 励 発 振
器 ２ ， ３ か ら 発 生 す る 矩 形 波 電 圧 Ｖ G2， Ｖ G3に 基 づ い て 動 作 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２
， Ｓ Ｗ ３ の オ ン オ フ 期 間 を 描 い て い る 。 図 ２ （ ｂ ） は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３
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の ド レ イ ン -ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ 2， Ｖ 3を 描 い て い る 。 図 ２ （ ｃ ） は 、 負 荷 電 圧 Ｖ kの 波 形 を 描
い て い る 。  図 ２ （ ｄ ） は ｇ 共 振 半 周 期 τ を 示 す た め の 図 で あ る 。 図 ２ （ ｅ ） は 負 荷 電 流
Ｉ kの 波 形 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 他 励 発 振 器 ２ ， ３ か ら 発 生 す る 矩 形 波 電 圧 Ｖ G2， Ｖ G3は 、 互 い に 逆 相 で あ る と と も
に 、 両 方 と も 電 圧 ０ の 期 間 が 存 在 す る 。 こ の 両 方 と も 電 圧 ０ の 期 間 を 図 ２ （ ａ ） に 、 "Ｔ o
ff"で 示 し て い る 。
　 両 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の オ フ 期 間 "Ｔ off"の 長 さ は 、 前 記 並 列 寄 生 容 量 Ｃ
と 前 記 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ と で 形 成 さ れ る 直 列 共 振 回 路 の 共 振 半 周 期 τ と 同 じ か 、 そ
れ よ り 少 し 短 い 値 又 は 少 し 長 い 値 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と 前 記 洩 れ イ ン
ダ ク タ ン ス Ｌ １ と で 形 成 さ れ る 直 列 共 振 回 路 の 共 振 半 周 期 τ は 、 共 振 周 波 数 ｆ 1で 表 せ ば
、 １ ／ ２ ｆ 1に 等 し い 。 共 振 周 波 数 ｆ 1は 、 前 述 し た よ う に １ ／ ２ π √ （ Ｃ Ｌ 1） で 表 さ れ
る の で 、 共 振 半 周 期 τ は 、 π √ （ Ｃ Ｌ 1） で 表 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ off の 値 は 、 π √
（ Ｃ Ｌ 1） に 等 し い か 、 そ の 付 近 の 値 に 設 定 さ れ る 。 「 付 近 の 値 」 と は 、 例 え ば 、 ０ ． ５
倍 か ら ２ 倍 が よ く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ８ 倍 か ら １ ． ３ 倍 ま で で あ る 。 ０ ． ８ 倍 か ら １ ．
３ 倍 ま で と す る 場 合 、 Ｔ off は 、
　 ０ ． ８ π √ （ Ｃ Ｌ 1） ≦ Ｔ off ≦ １ ． ３ π √ （ Ｃ Ｌ 1）       (1)
を 満 た す よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｅ ） を 参 照 し な が ら 、 図 １ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 動 作 を 説 明 す
る 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ の オ ン 期 間 中 は 、 直 流 電 源 か ら の 電 流 が 負 荷 に 流 れ 込 み 、 電 圧
Ｖ kは 、 電 源 電 圧 Ｖ 1を ほ ぼ 維 持 す る 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ の オ ン 期 間 が 終 わ る と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ３ が 直 ち に オ ン
に な る の で は な く 、 両 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の オ フ 期 間 "Ｔ off"が 存 在 す る 。
こ の 期 間 "Ｔ off"の 間 に 、 負 荷 電 流 Ｉ kは 、 前 記 並 列 寄 生 容 量 Ｃ と 前 記 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス
Ｌ １ と で 形 成 さ れ る 直 列 共 振 回 路 を 通 し て 、 逆 方 向 に 流 れ 始 め る 。 逆 方 向 に 流 れ 始 め た 負
荷 電 流 Ｉ kは 、 前 述 し た 共 振 半 周 期 τ が 経 過 す る 時 点 で は 、 そ の 方 向 を 変 え 始 め る 。 し た
が っ て 、 期 間 "Ｔ off"を 、 前 述 し た よ う に 共 振 半 周 期 τ と 同 じ か 、 そ の 付 近 の 値 に 設 定 す
る こ と に よ り 、 逆 方 向 に 流 れ 始 め た 負 荷 電 流 Ｉ kが 流 れ 終 わ る こ ろ に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｓ Ｗ ３ を オ ン す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ３ が オ ン に な れ ば 、 負 荷 電 流 Ｉ kは 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ３ を
通 し て 電 源 Ｖ １ の 負 の 線 に 流 れ 込 む こ と が で き る 。 こ の た め 、 負 荷 電 圧 Ｖ kは 、 ほ ぼ 直 流
電 源 電 圧 の 負 の 値 （ － Ｖ 1） を 維 持 す る こ と が で き る 。
　 以 上 の よ う に 、 両 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の オ フ 期 間 "Ｔ off"を 設 け る こ と に
よ り 、 こ の "Ｔ off"の 期 間 中 に 、 負 荷 電 流 に 共 振 を 発 生 さ せ て 、 負 荷 電 圧 Ｖ kの 正 の 値 Ｖ 1 
か ら 負 の 値 （ － Ｖ 1） へ の 移 行 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。 つ ま り こ の 電 圧 移 行 の 間
に 、 高 周 波 電 流 の 急 激 な 変 化 が 起 こ る の を 避 け る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 電 磁 波 の 発
生 を 防 止 し 、 回 り の 機 器 に 与 え る 電 磁 障 害 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 負 荷 電 圧 Ｖ kの 波 形 自 体 も 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ の ド レ イ ン -ソ ー ス
間 電 圧 Ｖ 2， Ｖ 3の 波 形 と 比 べ る と 、 時 間 的 に 遅 れ て い る 。 こ の 遅 れ 時 間 を 、 図 ２ の 中 に "
ｓ "で 表 し て い る 。 負 荷 電 圧 Ｖ kの 波 形 が 時 間 ｓ だ け 遅 れ る 理 由 は 、 負 荷 電 流 が 、 並 列 寄 生
容 量 Ｃ や 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ の 充 放 電 に 使 わ れ る た め で あ る 。 こ の 遅 れ 時 間 ｓ の 長 さ
は 、 前 記 共 振 半 周 期 τ の 約 半 分 く ら い で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 負 荷 電 圧 Ｖ kが 冷 陰 極 管 CCFLの 点 灯 閾 値 を 超 え た 時 点 で 、 冷 陰 極 管 CCFLが 点 灯 し 、 冷 陰
極 管 CCFLの 消 灯 閾 値 よ り 低 下 し た 時 点 で 、 冷 陰 極 管 CCFLが 消 灯 す る 。 な お 、 冷 陰 極 管 CCFL
の 点 灯 ・ 消 灯 に は ヒ ス テ リ シ ス が あ る た め 、 前 記 消 灯 閾 値 が 点 灯 閾 値 よ り も 低 く な っ て い
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る の は 勿 論 で あ る 。
　 負 荷 電 流 Ｉ kが 流 れ る 期 間 は 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 す と お り 、 "Ｔ off"の 期 間 と 、 こ の "Ｔ off
"の 期 間 の 後 に 続 く 遅 れ 時 間 ｓ に 相 当 す る 期 間 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 動 作 に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 ｆ 2を 変 化 さ せ る と 、 冷 陰 極 管 CCFLに 流 れ る
負 荷 電 流 Ｉ kを 調 整 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 図 １ の 回 路 に お い て 、 前 記 直 列 コ ン デ ン サ Ｃ １ の 容 量 は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 並
列 寄 生 容 量 Ｃ と 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ の 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ｌ 1と で 決 ま る 共 振 に ほ と ん ど 寄 与
し な い よ う に 、 十 分 大 き く 設 定 す る と よ い 。 す な わ ち 、 直 列 コ ン デ ン サ Ｃ １ と 洩 れ イ ン ダ
ク タ ン ス Ｌ 1と で 決 ま る 回 路 ル ー プ の 直 列 共 振 周 波 数 を ｆ 3と 書 く と 、
　 ｆ 3＜ ｆ 2           (2)
と な る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 に 説 明 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 回 路 構 成 に よ り 、 ト ラ ン ス の ２ 次 側 に 接 続 さ れ た 各
冷 陰 極 管 CCFLに 、 同 一 の 大 き さ の 電 流 を 流 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 各 冷 陰 極 管 CCFL
の 発 光 輝 度 を 揃 え る こ と が で き 、 液 晶 表 示 器 の 表 示 の 均 一 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 並 列 寄 生 容 量 Ｃ で 決 ま る 共 振 に は 、 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ の 洩 れ イ
ン ダ ク タ ン ス Ｌ １ を 利 用 す る こ と に よ り 、 共 振 用 コ イ ル や 共 振 用 コ ン デ ン サ を 特 に 取 り 付
け な く て も よ く な る 。 し た が っ て 、 軽 量 で 小 型 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 以 上 に 説 明 し た 本 発 明 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 応 用 例 を 説 明 す る 。
　 液 晶 テ レ ビ な ど の 映 像 ・ 電 子 機 器 は 、 冷 陰 極 管 CCFLの 駆 動 部 、 液 晶 駆 動 部 、 映 像 信 号 処
理 部 、 操 作 イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 な ど 複 数 の 負 荷 を 備 え て お り 、 そ れ ぞ れ 動 作 電 圧 が 異 な る
の が 通 常 で あ る 。
　 冷 陰 極 管 CCFLの 駆 動 部 と 、 そ の 他 の 部 分 、 例 え ば 液 晶 駆 動 部 、 映 像 信 号 処 理 部 、 操 作 イ
ン タ ー フ ェ イ ス 部 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た 電 源 を 設 け る と 、 必 要 な 電 源 の 種 類 も 多 数
に な り 、 そ の 結 果 、 ト ー タ ル の 電 源 効 率 が 低 下 す る 、 ま た 、 必 要 な 電 圧 ご と に 電 源 回 路 を
用 意 す る 必 要 が あ る た め 、 回 路 構 成 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト ア ッ プ に つ な が る な ど の 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 映 像 ・ 電 子 機 器 の 、 異 な る 電 源 電 圧 を 必 要 と す る す べ て の 負 荷 に 対 し て 、 単 一
の 電 流 源 と み な せ る 電 源 を 用 意 す る こ と に よ っ て 、 一 括 し た 給 電 を 実 現 す る 。
　 図 ３ は 、 複 数 の 冷 陰 極 管 CCFLの 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ の 一 次 側 コ イ ル 同 士 を 互 い に 直 列 に 接 続
す る と と も に 、 そ の 他 の 負 荷 に 対 し て 電 源 を 供 給 す る べ く 昇 圧 ト ラ ン ス の 一 次 側 コ イ ル 同
士 を 互 い に 直 列 に 接 続 し た 回 路 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 図 に お い て 、 １ ０ ０ Ｖ ， ２ ０ ０ Ｖ な ど の 交 流 入 力 電 源 は 、 フ ュ ー ズ (Fuse)な ど を 通 し
て 、 整 流 回 路 ４ に 接 続 さ れ て い る 。 整 流 回 路 ４ で は 、 こ の 交 流 入 力 電 源 を い っ た ん 直 流 に
変 換 す る 。 直 流 に 変 換 さ れ た 電 源 は 、 部 分 共 振 半 ブ リ ッ ジ 駆 動 式 の 高 周 波 電 源 回 路 １ で 高
周 波 電 源 に 変 換 さ れ て 、 直 列 接 続 さ れ た 複 数 の 昇 圧 ト ラ ン ス の 一 次 側 に 給 電 さ れ る 。
　 各 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 に は 、 冷 陰 極 管 CCFLと 、 そ の 他 の 定 電 圧 Ｖ １ ， Ｖ ２ ， Ｖ ３ ， ・
・ ， Ｖ ｎ （ 総 称 す る と き は 「 Ｖ 」 と 表 記 す る ） を 必 要 と す る 回 路 部 分 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ ら の 定 電 圧 Ｖ を 必 要 と す る 回 路 部 分 に つ い て は 、 昇 圧 ト ラ ン ス の ２ 次 側 に 、 電 流 －
電 圧 変 換 を す る 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ １ ， Ｓ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ｎ （ 総 称 す る と き は 「 並 列
制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ 」 と 表 記 す る ） を 接 続 し 、 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ の 出 力 端 に 、 そ れ
ぞ れ の 負 荷 を 接 続 し て い る 。
　 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ の 回 路 構 成 例 を 、 図 ４ に 示 す 。 こ れ ら の 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ
Ｓ 自 体 の 回 路 構 成 は 、 特 開 平 ４ － ４ ６ ５ ６ ５ 号 公 報 や 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ ８ ５ ７ 号 公
報 に よ り 公 知 で あ る の で 、 こ こ で は 簡 単 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ は 、 並 列 形 ゼ ロ ク ロ ス ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ｓ と 、 整 流 回 路 ５ と 、 平 滑
コ ン デ ン サ Ｃ ｓ と の 結 合 か ら な り 、 平 滑 コ ン デ ン サ Ｃ ｓ に 電 圧 検 出 回 路 Ｄ ｓ と 負 荷 と を つ
な い で い る 。 平 滑 コ ン デ ン サ Ｃ は 極 性 を 有 す る コ ン デ ン サ を 使 用 す る こ と が で き る 。 前 記
ゼ ロ ク ロ ス ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ｓ の 切 り 換 え は 、 電 圧 検 出 回 路 Ｄ ｓ に よ り 行 う 。
　 平 滑 コ ン デ ン サ Ｃ の 電 圧 、 す な わ ち 負 荷 に か か る 電 圧 を Ｖ と し 、 整 流 回 路 ５ に か か る 電
圧 を Ｖ ｉ と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 電 圧 検 出 回 路 Ｄ ｓ は 、 ヒ ス テ リ シ ス を 持 ち 、 負 荷 に か か る 電 圧 Ｖ が 所 定 値 Ｅ Uよ り も 高
く な れ ば 、 そ の 時 点 か ら 続 く 、 電 圧 Ｖ ｉ の 最 初 の ゼ ロ ク ロ ス 時 点 で ゼ ロ ク ロ ス ス イ ッ チ Ｓ
Ｗ ｓ を 閉 じ （ オ ン ） 、 負 荷 に か か る 電 圧 Ｖ が 所 定 値 Ｅ L（ Ｅ L＜ Ｅ U） よ り も 低 く な れ ば そ
の 時 点 か ら 続 く 、 電 圧 Ｖ ｉ の 最 初 の ゼ ロ ク ロ ス 時 点 で ゼ ロ ク ロ ス ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ｓ を 開 く （
オ フ ） 動 作 を さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 制 御 に よ り 、 負 荷 に か か る 電 圧 Ｖ を 、 所 定 値 Ｅ Lと Ｅ Uと の 間 に 保 つ こ と が で き る 。
な お 、 所 定 値 Ｅ Lと Ｅ Uの 具 体 的 な 設 定 値 は 、 個 々 の 負 荷 が 必 要 と す る 電 圧 Ｖ に 応 じ て 決 め
ら れ る 。
　 以 上 の 図 ３ 、 図 ４ の 回 路 構 成 に よ り 、 冷 陰 極 管 CCFL以 外 の 回 路 部 分 に 対 し て も 、 所 定 の
大 き さ の 電 圧 の 電 源 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 で 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 実 施 は 、 前 記 の 形 態 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 例 え ば 、 複 数 の 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ に 変 え て 、 圧 電 ト ラ ン ス を 用 い 、 こ れ ら の
圧 電 ト ラ ン ス を そ れ ぞ れ 冷 陰 極 管 CCFLが 接 続 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 前 記 高 周 波 電
源 １ は 、 互 い に 逆 相 の 矩 形 波 電 圧 に 基 づ い て オ ン オ フ す る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ タ イ プ の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ を 備 え て い た が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ４ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ
Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ ， Ｓ Ｗ ２ ′ ， Ｓ Ｗ ３ ′ を 備 え 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ は 互 い に 逆
相 で 駆 動 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ′ ， Ｓ Ｗ ３ ′ は 互 い に 逆 相 で 駆 動 さ れ 、 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ と ス イ ッ チ ン グ 素 子 Ｓ Ｗ ２ ′ と が 互 い に 逆 相 で 駆 動 さ れ る よ う に し た 全 ブ
リ ッ ジ 駆 動 式 の 高 周 波 電 源 に お い て も 、 前 記 ４ つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が す べ て オ フ に な る
期 間 Ｔ offを も た せ る こ と に よ り 、 本 発 明 の 適 用 は 可 能 で あ る 。 そ の 他 、 本 発 明 の 範 囲 内
で 種 々 の 変 更 を 施 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 半 ブ リ ッ ジ 駆 動 式 の 高 周 波 電 源 を 用 い た 本 発 明 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 回 路 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 に お け る 各 部 の 動 作 波 形 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 複 数 の 冷 陰 極 管 CCFLの 昇 圧 ト ラ ン ス Ｋ の 一 次 側 コ イ ル 同 士 を 互 い に 直 列 に 接 続 す
る と と も に 、 そ の 他 の 負 荷 に 対 し て 電 源 を 供 給 す る べ く 昇 圧 ト ラ ン ス の 一 次 側 コ イ ル 同 士
を 互 い に 直 列 に 接 続 し た 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 に 接 続 さ れ る 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ Ｓ の 回 路 構 成 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 全 ブ リ ッ ジ 駆 動 式 の 高 周 波 電 源 を 用 い た 本 発 明 の 高 周 波 電 流 点 灯 装 置 の 回 路 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１  高 周 波 電 源
２ ， ３  ， ６ ， ７ 　 他 励 発 振 器
４ 　 整 流 回 路
５ 　 整 流 回 路
Ｃ 　 並 列 寄 生 容 量
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CCFL 冷 陰 極 管
Ｋ 1， Ｋ 2， ・ ・ ・ Ｋ n  昇 圧 ト ラ ン ス
Ｌ １ 　 洩 れ イ ン ダ ク タ ン ス
Ｌ ｋ 　 負 荷 電 流
Ｓ １ ， Ｓ ２ ， ・ ・ ・ ， Ｓ ｎ 　 並 列 制 御 レ ギ ュ レ ー タ
Ｓ Ｗ ２ ， Ｓ Ｗ ３ ， Ｓ Ｗ ２ ′ ， Ｓ Ｗ ３ ′ 　 ス イ ッ チ ン グ 素 子
Ｖ ｋ 　 負 荷 電 圧

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2006-59761 A 2006.3.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

